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〔直売所紹介〕 

作り手と使い手を結ぶ架け橋へ 

「加茂川ふるさと交流プラザ」 

備前県民局畜産班 

 そのお店は「がんばる商店街７７選」に選れた

奉還町商店街の中にあります。 

 

朝の10時頃、駅西口側から商店街に入って行

くと、わずか12坪のお店にお客が入れ替わり立

ち替わり入り、通りの中でも一際賑わっているお

店があります。 

そのお店は、野菜から果物、畜産物、それから

花まで、何十種類もの商品が並んでいますが、玉

ネギ、ジャガイモ、トマト、この季節には当たり

前の商品ばかりです。 

でもこの12坪のお店は、小さくても、当たり

前のものを売っても、一日に400～500人のお客

が通い、ここ数年1億円を超える売上を続けてい

るのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「朝 10時頃、あっという間に人だかり。」 

 

このお店は、平成12年 4月に当時の加茂川町

（現吉備中央町）が地域の生産者が心を込め、儲

けを度外視して作った農畜産物、その加工品、花

などの良さをいろんな人に知ってもらいたいと

いう思いから、現在の場所にアンテナショップ

「加茂川ふるさと交流プラザ」として開設されま

した。 

しかし開設当時はほとんど売れない状態だっ

たようです。当時からおられる河野店長は「開設

時は、それはひどいものでしたよ。いいものを作

っていても、その包装一つでお客さんから苦情が

出たり。だから、そのお客さんからの言葉を農家

さんの集落ごとに言って回ったんです。2年間ぐ

らいずっと(笑)。」 

根気強く続けていく中で、一つ一つ改善してい

ったそうです。そうなると、「やっぱり、ものは

良いし、一番新鮮なものは朝取ったばっかりのも

のを集めてくるし、畑で熟れるから味も濃いし、

田舎には添加物なんてないから、全品無添加だ

し」という自信の商品ですから、品質の良さと安

心感が口コミで広がり、じわりじわりと売上が伸

びていきました。 

もう一つの店の秘密はお店の中での会話のよ

うです。店内では、スーパーではあまり見られな

い店員さんとお客さんやお客さん同士のやり取

りや笑い声が聞こえてきます。「それは湯がいて、

酢味噌で食べたら美味しいよー。」。あと“シソジ

ュース”や“ゆず味噌”の作り方なんてものも分

かるんです。 

 

畜産物というと、加茂川地区には、ハートビー

フやおかやま地鶏、ブラウンスイスのアイスやプ

リンなどなど、吉備高原の豊かな自然で育てられ

た美味しいものがたくさんあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「畜産物も食べ頃(旬)に並べられてます」 

 

畜産物は一番美味しく食べられる時期に出す

ということを決めているそうです。地鶏ならでき

るだけ新鮮なうちに、牛肉なら熟成が進んだ頃な

どなど。美味しいものはより美味しく！ 
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最後に今後のことを聞きました。 

「これからは、若いお母さんに来てもらいた

い。うちには食育にうってつけの食材があるか

ら。添加物も使ってないし、畑で熟れるトマト

は甘いから、子供も食べる！」 

 

現在、岡山駅西口の再開発が進んでおり、た

くさんの施設が増え、町の様相、人の流れも変

わっています。その中で、昔から変わらず、生

産者の思いと消費者の思いを結ぶ架け橋にな

ってきた店があります。もし近くにお越しの際

は、ぜひお立ち寄りください。ただし、朝早い

方がいいみたいですよ。あっという間になくな

りますから（笑）。 

 

 

 

 

 

 

「加茂川ふるさと交流プラザ」 

所在地 ：岡山市北区奉還町2-14-3 

電話  ：086-255-7020 

定休日 ：日曜、年末年始 

営業時間：8:00～18:00 

駐車場 ：無 

 


